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胸高直径5 cm以上の樹木に登っている高さ1.3 m以上のツル植物として、フジ(Wisteria floribunda)、イワ







































               審   査   の   要   旨 
 
本審査対象論文が研究対象とした森林性ツル植物は、樹木に登って生育するというユニークな特性を有す
るとともに、樹木を巻き枯れさせることによって深刻な林業被害を引き起こす植物でもある。このような森
林性ツル植物の生態については多くの研究がなされてきた一方で、遺伝解析に基づいたクローン繁殖の研究
はこれまでなされておらず、またクローン繁殖と攪乱の関係を扱った研究や大規模調査区を用いた研究も事
例が少なく、クローン繁殖の実態とその生活史戦略上の位置づけは十分なされていなかった。本論文は、豊
富な現地調査、遺伝解析、大規模調査区とその既存データの活用、高度な統計解析を通じて、クローン繁殖
の実態を示すとともに、生活史戦略上の役割を論じたものである。得られた知見は新規性に富み、特に、森
林性ツル植物のクローン繁殖を閉鎖林冠下で生存するための生活史戦略と位置付けた点は、森林生態学分野
に対して一般性の高い新知見をもたらす研究成果であり、高く評価できるものである。さらに、クローン繁
殖の特性に基づく、森林性ツル植物の管理手法についても提言しており、森林施業に関する基礎研究として
も評価できる。以上のように、本論文は森林生態学分野の研究として高く評価できる。 
 
平成30年1月24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
